











2017 年 1月 12 日木曜日の音楽学研究の総合ゼミの枠を使い、その枠を拡大して、学生・修了
生 3名による研究発表とフェラトン教授による講演を実施した。
　








コフスキー家とリヨン交響楽団（1903 － 1953）」。その後、ナンシー第 2大学にて、研究
指導資格取得（1991）








126 mixed muses no.12
・丹下聡子（本学非常勤講師、フルート奏者、博士号取得）
「アンリ・アルテスの導音の指使いについて」　
・安田文野（本学博士後期課程 1年、ピアノ）
「ジャック・イベール作曲《祝典序曲》の歴史的背景」
・七條めぐみ（本学博士後期課程 3年、音楽学）
「アムステルダムにおけるリュリのオペラ組曲版――楽譜出版者エティエンヌ・ロジェ
（1665/66-1722）に関する歴史、文献、音楽面からの研究――」
２．フェラトン教授による講演
「ポリニャック大公妃のパリのサロンとフランスの作曲家たち（1880 － 1940）」
第 1部が長くなってしまったため、第 2部のフェラトン教授による講演は時間を短縮して行っ
た。第 2部の講演に関しては一般公開で実施した。
講演の内容は、アメリカのミシ
ン王シンガー家に生まれ、フラン
スの名門貴族ポリニャック大公と
結婚し、有名な音楽サロンを開い
ていたポリニャック大公妃につい
てのもので、その音楽サロンと当
時のフランスの作曲家との関わり
を軸に、音楽を交えながら講演さ
れた。通訳は七條めぐみさん。
フェラトン教授の講演はいつも
ユニークな内容で興味深い。ご本
人も大変満足していらっしゃり、
今後も日本に来たときにはぜひ愛
知芸大で教えたいとおっしゃって
いる。
特別講座チラシ
